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取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会

文化遺産を対象としたディジタルアーカイブに関する研究

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

授業科目

　【研究上の特記事項】

・情報処理論特殊講義

学科予算委員、総合研究所運営委員、紀要編集委員会委員、全学ネットワーク委員、社会
学部実習室管理委員、社会調査学科教育支援委員、情報処理センター運営委員、奈良大学
地域連携教育研究センター運営委員など

専門分野

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

所属学会

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

最終学歴

(1)奈良大学総合研究所特別研究　研究代表者
　　「トーラ川流域の大型城郭都市遺跡ディジタルアーカイブ化」
(2)日本私立学校振興・共済事業団学術研究振興資金
　　「モンゴル国の遺跡ディジタルアーカイブ」
(3)科学研究費補助金　若手研究(B)　研究代表者
　　「時系列幾何情報を用いた大規模遺跡の3次元計測とディジタルアーカイブへの応
用」

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・情報処理

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学部担当科目

・情報学入門(前期)
・情報学概論(前期)
・情報基礎理論I（前期）
・情報基礎理論II（後期）
・プログラミング言語I(前期)
・情報工学（後期）
・演習I・II・III・IV（前期・後期）

(1)奈良大学における情報教育基盤の整備
(2)学科独自の教育支援プログラムの運営
(3)奈良大学VRシアターの運営

奈良大学モンゴル国遺跡調査研究後援会、奈良大学地域連携教育研究センター
桜井市石位寺の薬師三尊像のディジタル化
モンゴル国立カラコルム博物館における企画展示



共著

共著

共著

共著

共著

モンゴル国の契丹（遼）時代の仏塔
調査した結果が報道された。

③モンゴル国における大型城
郭
　都市のディジタルアーカイ
ブ
　2014

2015年3月

奈良大学総合研究
所・モンゴル科学ア
カデミー考古学研究
所

モンゴル国の契丹（遼）時代の仏塔
調査した結果をまとめた。

モンゴル国立カラコルム博物館で企
画展示している様子が報道された。

②遺跡記録、デジタル公開

②モンゴル国における遺跡
ディ
　ジタルアーカイブとカラコ
ル
　ム博物館展示

①ヘルレンバルスホト1の仏
塔
　ディジタルアーカイブとそ
の
　応用

①The Development of an
　Interaction Support
System
　for International
Distance
　Education

（学会発表）

①モンゴルの仏塔　契丹史の
手
　がかり

16世紀から17世紀初頭に建造された
モンゴル国のハル・ブフ遺跡の寺院
跡をディジタルアーカイブした成果
を報告した。

②3次元モデルとパノラマVR
を
　利用したモンゴル国の遺跡
　ディジタルアーカイブ

（その他）

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

遠隔講義をリアルタイムで支援する
システムを構築し、日本と台湾間で
実践し評価した。

契丹時代の城郭都市、烽火台、16世
紀から17世紀初頭に築かれた寺院跡
をディジタル化した。

日本モンゴル学会

第16回北アジア調査
研究報告会

2014年4月

2015年3月

契丹時代に築かれたヘルレンバルス
ホト1の仏塔のディジタル化した成
果とそれを利用してVR空間を構築し
た。

朝日新聞（夕刊）

朝日新聞（朝刊）

2014年8月

2014年9月

2015年2月

2014年11月

IEEE TRANSACTIONS
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TECHNOLOGIES,
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奈良大学総合研究所
所報


